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序

仙台市の文化財保護行政に対しまして、日頃から多大なご理解、ご協力を賜り、感謝申

し上げます。

さて、桜ヶ岡公園 (西公園)は、春のお花見や夏の花火大会をはじめとして、四季折々

市民の皆様に親しまれている公園です。しかし、公園内の各施設は老朽化が激しく、また、

地下鉄東西線の (仮称)西公園駅が公園の一角に建設されることなどから、公園全体の見

直しを図り、よリー層皆様に愛される公園を目指して、平成19年度から平成28年度にかけ

て段階的に再整備を行うこととなりました。

桜ヶ岡公園は、その一部が桜ヶ岡公園遺跡となっています。したがって、平成19年度の

西公園再整備事業に先立ち、遺構確認調査を行いました。桜ヶ岡公園遺跡は平成18年度に

新たに登録された遺跡ですが、今回の発掘調査によって武家屋敷の様子を知るうえで貴重

な資料を得ることができました。

先人の残した貴重な文化遺産を保護し、後世に伝えていくことは、現代に生きる私たち

の大きな責務であると考えております。仙台市荻育委員会では、今後とも、文化財の保護

と活用に取 り組んでいく所存であります。引き続き皆様のご理解とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行に際しまして、ご協力ください

ました皆様に深 く感謝申し上げる次第です。

平成19年 12月

仙台市荻育委員会

荻育長 荒井 呂ボ



例   言

1.本書は、西公園再整備事業に伴う埋蔵文化財の確認調査報告書である。

2.発掘調査は、仙台市教育委員会の指導のもとに、株式会社玉川文化財研究所が行った。

3.本書の作成及び編集は、仙台市教育委員会文化財課廣瀬真理子、株式会社玉川文化財研究所中山 豊が行った。

4。 本書の執筆は、廣瀬真理子の責任のもとに下記の通り行った。

第 I章第 2節・― … … … … … … …・廣瀬真理子・中山 豊

第 I章第 1・ 3節、第Ⅱ章、第Ⅲ章・… … … … …・・中山 豊

5.調査と報告書作成にあたり、仙台市建設局百年の社推進部公園課、国際航業株式会社竹内俊之氏、守谷健吾氏、

陶磁器類については仙台市教育委員会佐藤 洋氏、『安政補正改革仙府絵図』の使用にあたっては今野印刷株

式会社のご協力を賜った。記して感謝の意を表す次第である。

6.調査及び報告書作成に関する諸記録、出土遺物等の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

例

1.土層注記に記載している土色は、「新版標準土色帖」 1/Jヽ山・竹原 1977)に基づいて認定した。

2.本書に使用した地形図は、国土地理院発行の 1:25,000『仙台西北部』の一部を使用している。また、調査区

位置図は建設局百年の杜推進部公園課提供の図面を基に作図した。

3.調査の際の平面座標基準は、世界測地系平面座標第X系を基にしている。

4.本書に使用した遺構挿図縮尺は、調査区配置図1/1,000、 トレンチ平面図・断面図1/60である。

5,本書に使用した遺物挿図縮尺は1/3・ 2/3、 遺物図版縮尺は1/4(図版 5-41～ 62)・ 1/3(図版 4-1～ 10。 18

～30、 図版 5-31～ 40)。 2/3(図版 4-11～ 17)である。

6.遺物の登録は種別ごとに行い、番号の前に以下のような略号を付している。

F:軒九瓦・丸瓦 H:そ の他の瓦 I:陶器・土師質土器 (ロ クロ使用)・ 瓦質土器 J:磁器

N:金属製品 P:土製品

7.本書で使用した遺構略号は以下の通りである。

SK:土坑 SD:溝 跡 SX:性 格不明遺構 P:ビ ット
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第 I章 調査の概要

第 1節 調 査 要 頂

桜ヶ岡公園遺跡 (官城県遺跡番号01562)

官城県仙台市青葉区桜ヶ岡公園地内

西公園再整備事業に伴う埋蔵文化財の確認調査

仙台市教育委員会 (生涯学習部文化財課)

調査係主査 原河英二

調査係主事 廣瀬真理子

調 査 員 中山 豊 (株式会社玉川文化財研究所)

平成19年 8月 20日 ～平成19年 9月 27日

調査対象面積 2704f

実調査面積 約1714f

第 2節 調査に至る経緯と経過

今回の発掘調査は、官城県仙台市青葉区桜ヶ岡公園地内に計画された西公園再整備事業に伴う事前調査として実

施されたものである。仙台市建設局百年の杜推進部公園課では平成19年度から平成28年度にかけて、段階的に整備

を進めることを予定している。今年度は、櫻岡大神官北側のグラウンド部を中心に整備を行うこととなり、桜ヶ岡

公園遺跡内であることから仙台市教育委員会と協議が持たれた。その結果、今年度は、遺構を保護したうえで整備

を進めていくこととし、そのため調査は、遺構面の標高値を確認することを主目的として行うこととなった。

調査は、仙台市教育委員会の指導により、株式会社玉川文化財研究所 (所長 戸田哲也)が行った。今年度の整

備対象区域のうち、深く掘削する部分を中心に、約1714f、 計17ヶ所のトレンチを設定して実施した。 トレンチの

名称は、基本的に西から東に向かって算用数字を付して 1～ 17Tと している。

調査の経過は、まず重機による表土・攪乱層の掘削・除去を行い、その後人力による掘り下げと精査を実施した。

遺構確認が不明瞭な場合には一部を掘り下げて精査したが、確認調査が前提であったことから、遺構・土層の年代

や性格をある程度把握した時点までの精査にとどめた。また、本遺跡の上層は整地層を主体とするシルト系の土質

であったため、実際の調査にあたっては攪乱層の区別が非常に困難であったこともあり、部分的に明確な基盤層と

認定できる層位まで掘り抜いた箇所もある。調査では基準となる層と遺物の検出によって調査区間の上層対比が可

能となり、遺跡の基本層序を掴むことができた。

調査は、平成19年 8月 22日 より、グラウンド部の調査区から掘削を開始した。翌日にはすべてのトレンチの掘削

作業を終え、 1ト レンチから東へ順次精査を行った。精査後は各調査区とも写真撮影、平面測量、土層断面実測の

各記録を作成した。調査にあたっては、近代以降の攪乱内に近世遺物が混入し、陶磁器類・瓦類に年代差を見出し

にくいものもあったため、遺物類は極力取り上げることにした。その際、仙台空襲に関する遺物についても2ト レ

ンチを中心に採集している。現地作業は平成19年 9月 26日 に仙台市教育委員会文化財課、仙台市建設局公園課との

現地調査終了立会いを行い、翌27日 に現場撤収と重機による埋め戻しを行って完了した。

現地撤収後は報告書刊行に向けて図面、遺物整理を開始した。



第 3節 遺跡の概観

本遺跡は宮城県仙台市青葉区桜ヶ岡公園 (西公園)内に所在し、 JR東北本線仙台駅の西へ約1.7kmに 位置する

(第 1図 )。 地形的には仙台城跡の東側を蛇行しながら南方向に流れる広瀬川中流域の左岸にあたり、中町段丘面の

西端域に立地する。事業区域は櫻岡大神官と国道48号線に挟まれた東西に長い約14,000rを 測る桜ヶ岡公園の一画

である。現況は東側がグラウンド、西側が散策できる広場となっている。

桜ヶ岡公園は明治 8年 (1875)に 開園された。国道48号線以北は戦前に偕行社があった区域で、ここが公園の一

部となったのは戦後である。グラウンド部には明治27年 (1894)に立町から当地へ移転してきた立町小学校があっ

たが (第 2図、写真 1:矢印部分)、 昭和20年 (1945)7月 10日 の仙台空襲時に焼失した。隣接する櫻岡大神官も切

治 5年 (1872)に 当地へ遷官された神社で、当初は旧立町小学校西側の北部に鎮座していたが大正15年 (1926)に

現在地へ遷されている。当初の櫻岡大神官南側に当たる区域には、明治 8年 (1875)に仙台城内から移植された臥

竜梅 (八房梅)力氏現在もその記念碑とともに健在である (仙台市歴史民俗資料館 2005)。

西側の広場には、明治29年 (1896)9～ 12月 の短期間に簡易商業学校跡があったとする記念碑が建立されている

が、この場所は当時も公園として使われており、簡易商業学校は立町小学校内に設置されていたようである (渡邊・

佐藤 2006)。 その後、昭和 3年 (1928)に 開催された東北産業博覧会では本公園が第二会場となり (渡邊編 2006)、

この時建設された朝鮮館は特に注目を浴び、戦災を免れて昭和25年 (1950)頃 まで保存されていた。また、戦時下

の公園は空襲に備えた避難所となり、櫻岡大神官周辺に大小の防空壕が掘られていたことも証言されている (仙台

「市民の手で作る戦災の記録」の会編 1973、 同会ほか編 1995)。 現在でも神社南西側の崖下には、閉塞された 6基の防

空壕が見られ、今回調査した 2・ 3ト レンチからは関連する可能性がある掘り込みを確認している。

近世の桜ヶ岡公園を含む広瀬川に沿った河岸段丘縁辺域は、武家屋敷となっていたことが絵図等で知られている。

その中でも今回の調査区域は、幕末まで亘理伊達家 (伊達安房・伊達藤五郎)の屋敷地であったと推定される (第 3

図)。 亘理伊達家は仙台藩家臣団の中でも最高位となる一門の家格で、一門中二席に列せられる家臣だった (亘理

町史編纂委員会 1990、 仙台市史編さん委員会 2001)。 二代藩主の忠宗以降、仙台の亘理屋敷では藩主参勤の際に門出

の儀式を行うことが恒例となっていた (前掲 1990)。

これまで桜ヶ岡公園域は遺跡登録がなされていなかったが、平成16年に高速鉄道東西線建設事業に伴う (仮称)

西公園駅の隣接地70Υが発掘調査された (斎野・澁谷・北原 2005)。 その結果、近世の遺物が出上し調査区周辺に

近世の遺構が存在する可能性が示

され、仙台市教育委員会は平成19

年 (2007)1月 に遺跡登録を行っ

た。この調査地点は本調査区域の

南隣にあたり (第 5図 )、 伊達氏

の家紋の一つである三ッ引両 (亘

理町郷土資料館 2002)を 瓦当文様

に持つ軒丸瓦が出土している。こ

うした平成16年の調査結果を受け

て、桜ヶ岡公園内では高速鉄道東

西線建設事業に伴う発掘調査が進

行中であり、桜ヶ岡公園遺跡の具

体的な様相が判男しつつある。
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第 2図 地番入仙台市全図大正十五年度最新版 (1926)住分

(匡翻は今回調査区域)
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第 3図 安政補正改革仙府絵図 (1856～ 9)eD
(今回調査推定区域)
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第 1図 遺跡の位置図
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第Ⅱ章 調査の成果

第 1節 基 本 層 序

本遺跡の上層堆積は、総じて近代以降の攪乱が著しく認められる状態であった。各調査区とも狭い範囲であり、

近世の出土遺物が少なかったことに加えてシルト質を基本とする土層となっていることから、土層の年代決定は困

難であった。しかし、各調査区の表土 (I層)直下からは焼土・瓦礫層が確認され、これが昭和20年 (1945)7月

10日 未明の仙台空襲に関連する土層と考えられた。この瓦礫層を基準とすることによって、近代以前の土層を確定

する手がかりが得られ、こうしたことからこの瓦礫層を攪乱層として I層に一括せず、I層 として層序区分するこ

とで近世遺物が出土する層位の把握が可能となった。ただし、工層は空襲以降の片づけ・整地による二次的な堆積

層ともなっているため、現代のコンクリート塊を含む攪乱を覆っている箇所も認められた。

次に、グラウンド部の調査区ではI層直下に旧立町小学校の造成に関係すると考えられた整地砂層が認められ、

これをⅢ層とし、その下の土層をV層 とした。当初、近代層と近世層の区分を明確にすることは困難であったが、

このⅣ層が近世遺物を包合し、近世遺構の検出層でもあることが判明した。また、Ⅳ層は部分的に深い攪乱を受け

ているが、攪乱を受けていない部分は比較的浅い位置で検出される (残存している)事も判明した。Ⅳ層の近世層

は削平や整地に伴う土層や大規模な遺構の堆積土と考えられる土層が主体となる。Ⅳ層より下位からは、段丘形成

に関わると考えられる自然堆積層V～X層の 5層が確認されたが、いずれも無遺物層であった。

このように基本層序としては I層からX層が設定されたが、これらの層がすべて堆積する調査区はなかったこと

から、調査区間の土層比較を行って本遺跡の基本層序を柱状模式図 (第 4図 )に まとめた。なお、工～V層の細分

層については、調査区間対比が極めて困難な状態であったことから、調査区毎の細分としてⅡ～Ⅳに算用数字を付

して層名称とし、調査区間で明らかに同一層に対比できる細分層名には○内に算用数字を付した。また、 I・ Ⅲ層

は近代以降の土層であったが、近世層確認に際して重要となることから層序区分した。こうしたことからⅡ・Ⅲ層

に関連する攪乱層についてもローマ数字に算用数字を付して層名称としている。

I層 表土層。現表土をa層、グラウンド・公園の整備砂層をb層 とした。
Ⅱ層 1945年 (昭和20年)7月 10日 未明の仙台空襲に関連すると考えられる
瓦礫・焼土層。

Ⅲ層 旧立町小学校の造成に関係すると考えられる整地砂層。
Ⅳ層 近世の上層。
V層  暗褐色粘質シルト。
Ⅵ層 黒色粘質土シルト。黒褐色の a層 と黒色のb層に細分した。
Ⅶ層 漸移層。
Ⅷ層 黄色シルト。円礫を含まない a層 と含むb層に細分した。
Ⅸ層 黄褐色砂礫層。

第 4図 基本層序 (模式図)



０
冨
Ｎ
＝
”

０
８
べ
＝
隣磋

であった。各調査区とも狭い範囲であり、

よっていることから、土層の年代決定は困

か確認され、これが昭和20年 (1945)7月

することによって、近代以前の土層を確定

書に一括せず、工層として層序区分するこ

饗以降の片づけ・整地による二次的な堆積

笥所も認められた。

系すると考えられた整地砂層が認められ、

五分を明確にすることは困難であったが、

た。また、V層は部分的に深い攪乱を受け

存している)事も判明した。Ⅳ層の近世層

休となる。Ⅳ層より下位からは、段丘形成

れも無遺物層であった。

署がすべて堆積する調査区はなかったこと

4図)にまとめた。なお、■～Ⅳ層の細分

査区毎の細分として工～Ⅳに算用数字を付

○内に算用数字を付した。また、工
。Ⅲ層

層序区分した。こうしたことからI・ Ⅲ層

ている。

テウンド・公園の整備砂層をb層 とした。

日未明の仙台空襲に関連すると考えられる

「ると考えられる整地砂層。

9a層 と黒色の b層に細分した。

aヽ層 と含む b層に細分した。

国 道 48号 線

代``Ц

ヽ`

ド

　

八

ヽヽ

ヽ`

ヽ ヽ`

ヽ`

Q  
仝

  _   
宅

ぞ
。谷

‐

仝
仝  谷

9 余 。 余鳩ヽ猟
平成16年度調査 D区

X=-193100

<

浴
QQ覇

言
全£仝

ぃ

、

ヽ

通

殺

＼
＼

仝

仝

Ｑ
＼
仝
《

Ｎ

酸

仙台市
天支台

|＼
0                                 50m

lf余
裂

夢 縛 勢 >密  鷲 企

聰σ 騨

／
暉 ヽ`

第 5図 調査区配置図 (1:1,000)



第 2節 各調査区の遺構と遺物

まず、遺構・掘り込みの層名に関する説明をしておきたい。 1ト レンチSDlと 3ト レンチSXlは遺構名称を

付けたが、調査の過程で近代以降の掘り込みと判明したものである。逆に、近世の掘り込みと判明したものに遺構

名称を付さなかったものがある。それは大規模な遺構の中に狭い調査区が設定された可能性や、整地層と遺構堆積

上の区別が判然としない等の理由からであり、その場合は層名のみを付けた。また、今回の調査は近世面の検出が

目的であり、近代以降の掘り込みは攪乱として一括するべきだったが、前節でも述べたように近世層を把握する上

で近代以降のI・ Ⅲ層の把握が重要であったことから、 I層に含めずに層序区分した経緯があった。工層直下、Ⅲ

層直下から検出された攪乱に対して「攪乱」としてしまうと、土層断面図上 I・ Ⅲ層との切り合い関係において整

合性に欠ける表記となり、誤解を生じる恐れがある。こうしたことから、I層以下から確認された近代以降の掘り

込みについても層名称を付すことにしたと

以下、各調査区毎に遺構・遺物について述べるが、上述のように近世面の検出を目的としたことから、Ⅳ層の遺

存状態やV層までの深度についても述べることとした。また、図面についてはⅣ層以下の層をアミかけして示した。

1ト レンチ (第 6図、図版 1-4)

5.0× 2.Om(10.0ゼ )、 Ⅳ層上面までの深度は42clllを測る。Ⅳ層は調査区の】ヒ半で確認され、遺存状態は良好で

ある。V層直下はX層 となっている。なお、調査区の南半は近代以降のSDlに よって攪乱されていた。

2ト レンチ (第 6図、図版 1-5)

5,0× 2.Om(10.OΥ )、 V層上面までの深度は53cIIlを測る。本調査区は全体が近代以降の攪乱となっており、Ⅳ

層は調査区の北端で確認されたに過ぎない。

3ト レンチ (第 7図、図版 1-6)

5,0× 2.Om(10.OΥ )、 Ⅳ層上面までの深度は28cIIlを測る。Ⅳ層は調査区のほぼ全域で確認され、調査区の西端

は近代以降のSXlに よって攪乱されているが、総じて良好な状態である。SX2・ 3はサブトレンチ調査を行い、

いずれも浅い落ち込みでSX3(古 )→ SX2(新 )の切り合い関係を確認した。 SX2か らは近世の中国磁器小

片と銅銭各 1点がそれぞれ 1層、 2層から出土している。

4ト レンチ (第 7図、図版 1-7)

3.0× 2.Om(6.OΥ )、 Ⅳ層上面までの深度は24clllを測る。Ⅳ層は調査区の全域で確認され、層厚は約20～ 30clllを

測り他の調査区に比べて薄いが、遺存状態は良好である。Ⅳ層ェjで検出した調査区東端のSXlで 5層から平瓦

片 1点が出土している。なお、本調査区では南側をX層上面まで掘り下げ、Ⅳ層以下に良好なV～X層の土層堆積

を確認した。

5ト レンチ (第 8図、図版 1-8)

H.5× 2.Om(23.Or)に 3.0× 3.Om(9.OΥ )の拡張区を加えた調査区である (計 32.0ギ )。 Ⅳ層上面までの深度

は36clllを測る。Ⅳ層は調査区のほぼ全域で確認され、北東端に著しい攪乱が認められるが、遺存状態は総じて良好

である。本調査区の北側をX層上面まで掘り下げた結果、拡張区の南西側でⅣ層以下に良好なⅥ～X層の土層堆積

を確認した。なお、攪乱からの出上であったが接合により残存率約1/3と なった中国青花皿が出土している。

6ト レンチ (第 9図、図版2-1)

5,0× 2.Om(10,OΥ )、 V層上面までの深度は12clllを測る。Ⅳ層は調査区のほぼ全域で確認され、調査区の南端

と北側に近代以降の攪乱が認められたが、遺存状態は総じて良好である。本調査区の南側ではⅣ層直下にX層を検

出したが、このⅨ層を掘り込んだV層の堆積を確認した。また、北側からは近代以降に掘り込まれた溝状の瓦溜め



(Ⅱ l～ 3層)が検出されている。

7ト レンチ (第 9図、図版2-2)

5.0× 2.Om(10.OΥ )、 Ⅳ層上面までの深度は33ctllを測る。W層は調査区のほぼ全域で確認され、南端と】ヒ端に

近代の攪乱が認められたが、遺存状態は総じて良好である。

8ト レンチ (第 10図、図版2-3～ 5)

10.0× 2.Om(20.OΥ )、 Ⅳ層上面までの深度は17clllを測る。Ⅳ層は調査区の全域で確認され、調査区の南端と中

央西側に近代以降の攪乱が認められたが、遺存状態は総じて良好である。本トレンチからは南側のⅣ 3層直下にS

Dlが検出され、この遺構の掘り下げを行った。検出部の規模は長さ約3.8m、 幅約70clll、 深さ125clllを測り、垂直

に立ち上がる断面形態を呈する。本遺構の主軸方位 (B― B′ )は N-14.5° 一Wを指す。 1層下半から2層には拳

大～人頭大弱の円礫が多量に含まれ、土師質土器の皿小片 3点が出土した。また、東壁深掘り部のⅣ 3層下位から

は、土師質土器の水注 1点が逆位の状態で出土している (図版 2-5)。

9ト レンチ (第 11図、図版2-6)

5.0× 2.Om(10.OΥ )、 Ⅳ層上面までの深度は16clllを測る。Ⅳ層は調査区のほぼ全域で確認され、南半に近代以

降の攪乱が認められたが、総して良好な遺存状態である。

10ト レンチ (第 11図、図版2-7)

5.0× 2.5m(12.5Υ )、 Ⅳ層上面までの深度は29clllを測る。Ⅳ層は調査区の中央より東側で確認され、遺存状態

は良好である。調査区の西側には近代以降の攪乱が認められた。

11ト レンチ (第 12図、図版2-8～図版3-2)

10.0× 1.2m(1210Υ )、 V層上面までの深度は37cmを測る。Ⅳ層は調査区のほぼ全域で確認され、南端部に近代

以降の攪乱が認められたが、遺存状態は良好である。W層上面からは部分的に礫の集中が認められ、比較的大きな

円礫が認められた北半を約10clll掘 り下げたところ、北から近世の礎石 (Pl)と柱穴状のプラン (P2)、 及び礫集

中部が検出され、陶磁器類の破片や鋼銭等が出上した。また、これらの東側には重複した遺構状のプランも確認し

た。

12ト レンチ (第 12図、図版3-3)

10.0× 1.lm(11.OΥ )、 Ⅳ層上面までの深度は30clllを測る。V層は調査区の全域で確認され、良好な遺存状態で

ある。中央より】ヒ側のⅣ層上面で部分的な礫集中の上端部が認められた。

13ト レンチ (第 13図、図版3-4)

2.7× 1.8m(4.86ぜ )、 V層上面までの深度は34clllを測る。本調査区は全体が近代以降の攪乱となっており、Ⅳ

層は調査区の北端で確認されたに過ぎないが、南壁西側では良好なV～Ⅷ層の土層堆積が認められた。

14ト レンチ (第 13図、図版3-5)

2.0× 1.5m(3.Or)、 Ⅳ層上面までの深度は34clllを測る。Ⅳ層は調査区の中央より東側で確認され、南西側と中

央、北東端に近代以降の攪乱が認められるが、遺存状態は総じて良好である。東壁南側と北西端のⅣ l層上面から

は、Pl・ 2が検出された。出土遺物は無いが、近世の建物跡に関わる遺構と考えられる。

15ト レンチ (第 13図、図版3-6)

2.0× 1.5m(3.OΥ )、 Ⅳ層上面までの深度は38clllを測る。Ⅳ層は調査区のほぼ全域で確認され、北端に近代以降

の攪乱が認められるが、遺存状態は良好である。北壁に沿った状態で北西端に向かって延びるプランがⅣ 7層上面

で確認されたため、その東側を掘り下げたところ、垂直に立ち上がる掘り込みの壁が検出され、陶磁器類の破片や

銅銭、金具類、焼礫等が出上した。さらにその東側を掘り下げた結果、責色粘土質シルトを主体とする整地層と考

えられる土層 (V5層)を確認し、南東端から礎石状の礫集中が検出したところで掘り下げを中止した。

8



16ト レンチ (第 13図、図版3-7)

2.0× 1.5m(3.OΥ )、 V層上面までの深度は31clllを測る。Ⅳ層は調査区の全域で確認され、遺存状態は良好であ

る。遺構としては北西端のⅣ l層上面から、礎石跡 (Pl)を検出した。Plの上位には礎石と考えられる大形礫

が検出されたが、攪乱内の出上であったことから除去した。なお、本遺構は11ト レンチPlと 同様に円礫と粗い砂

の充填が認められた。

17ト レンチ (第 14図、図版3-8)

2.2× 1.9m(4.18Υ )、 V層上面までの深度は21clllを測る。Ⅳ層は調査区の東側で確認され、木根が著しかった

が遺存状態は比較的良好である。西側は著しい攪乱であった。残存するⅣ層を掘り下げたところ、調査区の北側で

SKl、 東壁工層直下にPl、 南壁 I層直下にP2・ P3を確認した。SKlの掘り込み面は攪乱のため不男だが、
桟瓦破片の廃棄坑と考えられる。また、Pl～ 3は礫が充填された柱穴と考えられる。遺物としては、Ⅳ8'9層

から土師質土器 5点、中世陶器片 1点が出土している。

各 トレンチの出土遺物 (第 1・ 2表 )

遺物はコンテナにして13箱が出土した。その内容と点数を第 1・ 2表に示し、表に基づいて若干の説明を加える。

第 1表はI層を中心とする I～Ⅲ層出土遺物である。明確な近世遺物は除いたが、鉄製品については近世まで遡

る可能性のある角釘状のものも含めた。主な遺物としては、 2ト レンチに「⑩」と「馬」の一部と見られる亥J印

を持つ相馬焼碗 2点がある。また、14ト レンチの洋瓦には1924年以降の「日本洋瓦」の刻印が認められ、 2ト レン

チの煉瓦には「①」の亥↓印を持つものが1点ある。なお、ガラスは戦災時の高熱によって溶解・変形したと考え

られる小片が主体をなし、スレートは大形破片の形状と2ヶ所の穿孔及び加工状態から石盤ではなく瓦と考えた。

第 2表はⅣ層を中心とする出土遺物で、近代との区別が困難な瓦類のすべてと中世陶器 1点を含めた。陶磁器類

は小片を中心とするが16世紀末～17世紀前半の中国青花皿片を最古とし、19世紀 (幕末～明治期)のものまでが出

土している。主体は18世紀以降で、調査したⅣ層の年代を示すものと考えられる。製品としては肥前陶磁器を中心

として瀬戸・美濃陶磁器が見られ、大堀・小野相馬焼に少数ながら岸系、堤の陶器が加わる (佐藤 2002・ 2004)。

中国製品は明末～清初の青花皿 3個体が出土し、他に15ト レンチには萩焼の可能性のあるものや13ト レンチに西日

本系の陶器片 1点がある。器種は碗、皿類が中心となる。土師質土器はいずれも明るい黄・橙色を呈する皿の小片

を中心とするもので、略完形の水注 1点がある。瓦質土器の出土は少なく、土製品としては土鈴 2点が11ト レンチ

P2上面から確認された。瓦類は桟瓦を主体とし、微かな布目の付着痕が認められるものを含んでいる。本葺き瓦

と判明するものは非常に少ない丸瓦であった。瓦当には江戸式と言われている幕末の特徴を持つものが主体をなし、

これに東海式文様が1点確認された。桟瓦の側面に「夕」・「チ」や「□J・「□」の刻印を持つものがそれぞれ 1

点ずつ見られたが、近代以降の可能性がある。鉄製品は釘を中心とするもので、錆が著しく器種不明なものも多い。

第 1表  トレンチ別近代以降遺物一覧 第 2表  トレンチ別中 。近世遺物一覧
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第 3表  トレンチ土層説明 (1)

区 層位 土 色 上  性 備 考

lT

lllYR2/3黒褐色 粘土質シルト Ⅱ層起源の瓦礫層。

10YR6/6明黄櫓色 砂 歩5Y5/4黄色砂を主体とする現代の公園整備 .整地層

■ 1 10Y虚/3黒褐色 粘土質シルト径1～ 5 mmの焼土粒 ,炭イと物少量。含有効わずかに含bO

10YR3/2異褐色 砂質シル ト 瓦片・ガラス片、径1～15mの焼土粒,炭化助多量に含視

ガr路/4暗赤褐色 ンル ト質砂 径1～閉Шの焼土逝 カック主林。瓦片歩量。炭化物わず州
=J悦

Ⅳ l 1ばR3/3暗 褐色 砂質シル ト
は回Vヽ 後1～ JIEの円環多重、4E l～Wmの IE a層 アロツタ

Ⅷ a 10YR6/8明黄褐色 ンルト

Ⅸ 1瞬R4/6褐 色 砂礫 径 1～ 30cmの 円礫主体。

3D」

1 10Ⅵお/3暗禍色 砂質シル ト 焼土粒を含まない。

1瞬R3/3暗褐色 礫 シルトを基質とした径1～拗mの円礫主体。鉄片や銅練含も、

3 ЮⅥ賂/あ 唱編色 ンル ト質砂 径 1～ 20cmの 円礫少量含む。

2T

lllR/4暗褐色 砂質シル ト 現表土層。

ЮIЪ/4に漁lA4色 砂 現代の公園整備・整地砂層。 lTIb層 と同じ

1帆Rみ/3黒掲色 砂質シル ト lTIa層に類似する瓦郵唇d焼土炭イと物、ガラス片等歩量|=Ⅲ視

10YR5/6黄褐色 ンルト Ⅷa層起源の盛り土・整地層。

10釈勿/3黒褐色 粘土質シルト瓦片 陶磁器類 ガラス片.ヨンクリート片多量含帆

10Ⅵセ/25黒掲色 粘土質ンルト各含有物わずかに含む。

lllYR 1/3暗綺色 砂質シル ト 各含有物多量。貝類も含む。

101qあ /3暗掲色 粘土質シルト 10Ⅵ M/31Cぶい黄協色砂 Ⅷa層アロック含視

10YR3/35暗 掲色 粘土質シルト各含有物わずかに含む。

lllR3/4暗褐色 粘土質シルト砂質みが強 くなり焼ELu増加。

lαR3/3暗 褐色 粘土質シルト下半にⅥb層班紋.径 1～ 4c口の円礫集中。防空壕か?

Ⅳ l ЮY毘/3黒綺色 粘土質シルト上半に径5～る銀の円味集中。全卒にlAいⅥa b層斑紋含悦

Ⅳ 2 1ばR5/6黄 綿色 砂礫 上半に径1～ 7 cmの円礫集中。その上端にVl層斑紋が集中。

Ⅵ a 10Ⅵ賂/35暗褐色 粘土質ンルト径0 5ml以 下の自色物を僅かに含む。

Ⅵ b 1ドR2/3黒 褐色 粘土質シルトタロボク頚似の非常に密な土層。極めて淡いⅦa層斑紋含も、

Ⅶ 1ドR4/4褐 色 粘土質シルトⅧa層斑紋を主体とする漸移層怠 下半は10YR 1/6黄 褐色。

Ⅷ a 10YR6/8明責掲也 粘土質シルト本トレンチでは滸移層が発達し、層厚は薄いようである。

区 層位 上 色 土  性 備 考

2T Ⅸ 10YI16/6明黄協色 砂礫 明資梧色砂質シルトを基質とし、径3-2 cmの円際から成る。

3T

10YR3/4暗褐色 砂質シル ト 現表土層。

5kR6/6明 黄褐也 砂 現代の公園整備・整地砂層。 lTI b層 と同じ

■ 1 10Ⅵ鯵/3黒褐色 粘土質シルト 各含有物はわずかに含む。

lllYR 1/2黒 褐色 砂質シル ト 各含有物はわずかに含む。

Ⅳ l 10VR3/3暗 翻色 砂質シル ト 径1～ 4 calの 円礫少量合む。上面は部分的に硬化

Ⅳ 2 10ha3/3藍褐色 粘土質シルト 零翌鴎 給席
味夕菫、 lH層 ツロツタグ蛍言 tr。

Ⅳ 3 10YR3/4暗 褐色 砂質シル ト 卿とはIBめ られない。下半に円礫'電層アロック集中。

Ⅳ 4 10YR25/3暗 褐色 砂質粘土

Ⅷ a 10Ⅵ6/6黄協色 シルト

Ⅷ b 10YR45/6寅獨色 ンルト 径1～ 2 cmの円礫を少量含む。削平により部分的に残存。

Ⅸ 10Ⅵも/6明責褐色 砂礫 ほぼ本層上面近くまで削平されているようである。

1 10Ⅵ M/35褐色 砂質シル ト

10YR3/35暗 掲色 秒質シル ト
にぶい貢褐色砂 は含 意ないが、締 まり
耕44ヽ おにgョぃ^ガ彰 防を遠か っ

3X2

1 10Ⅵ昭/3暗褐色 粘土質シルト 径1～ 5 cmの円礫少量。10Ⅵ鮨/6責褐色砂斑紋含帆

10Ⅵ3/4暗褐色 砂質シル ト
SX多2層 に類似するが、10YR5/6貢褐色
砂斑紋・プロック多量。大形礫含む。

3 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト

3Xこ

1 10Ⅵ賂/3暗褐色 粘土質シルト
SX歩ユ・ Z層 に類 似 す るが 、 III盾 フ ロ ツク

10Ⅵも/2黒褐色 粘土質シルト
Ⅵ b層競叔、Ⅷ a層プロツク・近板多量、
径 1～ 5 cmの 円礫少量含む。

4T

10YR3/4暗 櫓色 砂質シル ト 木草根による攪乱・現表土層。

Ⅱ 10VIR25/3暗 褐色 砂質シル ト 各含有物はわずかに含む。

Ⅳ l 10Y恥/41酬 墳欄荏 ンル ト質砂 最大径 5mの砂粒を少量含む。

Ⅳ 2 1瞬R2/3黒褐色 粘土質シルト
:1～ 8 cllの 円礫多量、最大径 3 cllの貢褐
|あ群締 ,Ma層 プロックか暑合す俵

Ⅳ 3 lWR3/3暗 褐色 粘土質シルト
径 1～ 5 cmの 円瞬多重、 Ⅷ a層批叔
プロック少畳含 t「ハ都今的に種4r^

Ⅳ 4 10YR6/6明黄褐色 砂質ンル ト 鯖′k存韻繋8雇磨希昇仔會亀胎浜輩蓬̂
Ⅳ 5 10YR 1/3暗褐色 粘土質シルト 円礫多量。

V 10YR3/3暗鶴色 粘土質シルト
径 l cllの 円礫、径 5ndの 炭化物、径 0511
以下の白色物少量。部分的に10YR2/3n

Ⅵ a 10YR2/25黒格色 粘土
Ⅵ b層 よ り締 ま り顕 い。 封i分円 に樫 め て



第 4表  トレンチ土層説明 (2)

区 層 位 土 色 土 性 備 考

4T

Ⅵ b 10h貶 /2黒褐色 粘土 クロボク類似の非常になな土層。極めて淡いⅧa層斑紋合もち

Ⅶ llYR4/4褐色 粘土質シルトⅧa層斑紋を主体とする漸移層怠 下半は10Ⅵも/6黄褐色。

Ⅷ a 10YR5/7黄褐色 粘土質シルト

Ⅸ 10YR6/8明黄褐色 砂礫 明黄褐色砂質シルトを基質とし、径3～20cmの円礫から成る。

SXl

1 10YR3/3暗褐色 粘土質シルト径 1～ 3mの焼土粒微量含む。

2 10Y貶 /3黒褐色 粘土質シルト
l cn以 卜の円鰈、径 l at以 卜の焼土種
昌合み、 L半に集中するハ

3 1ド R4/3にれ瑣褐t シル ト質砂
1～ U cttの円爆、佳 1～ 3皿の競土祀少量、後 1～ 3mの

4 ■Y郎 /4にれ瑣褐モ 砂 径 1～ 3 cmの 円礫少量含む。

5 10YR3/4暗褐色 粘土質シルト !宮;朧 孔
周ヽ物憾 径1～ 説m鯛礫、

5T

Ia 1帆照3/3暗褐色 シル ト質砂 現表土・盛 り土 攪乱層。

10YR3/4暗褐色 シル ト質砂
1～ 10cmの円保、径 1～ 5 alalの 反4ヒ物

10hR9/3黒 褐色 粘土質シルト
旨卜分的に円傑、仮悴傑、焼上粒・ プロツク
(5VRA/4陪 未褐 FLシルト暫 tjNヽ 塩市^

lllY貶/3黒褐色 粘土質シルト円礫、破砕礫を含み、焼土はほとんと含まない。

Ⅲ l lllYR5/6黄 褐色 砂礫 出守pl歩振ぞ躍帰子サ」て苺剥 享
。

Ⅱ 2 10YR3/3暗 褐色 シル ト質砂 径 1～ 3 calの 円礫多量に含む。

Ⅳ l IIYR3/3暗 褐色 粘土質シルト
Lキに佳 1～ 6 emの円採、 Ⅲ■に後 l cmの反化初、 卜踊に

Ⅳ 2 lllYR2/3黒 褐色 粘土質シルト
1～ Z cmの 円保 少 量 、径 1～ 3山の

Ⅳ 3 IttR3/3暗 褐色 粘土質シルト
1～ 5 cmの H傑多量、径 1～ 3 auの 灰化
歩畳、雑十締鶴詈^Ⅶ屑ブロック合秀^

Ⅳ 4 10YR2/3黒 褐色 粘土質シルト円礫少量、Ⅸ層砂粒の淡い斑紋含む。

Ⅳ 5 10YW/2黒掲色 シルト質粘二 誘!議阜鞠   
『
常管吾≠棟決符賞響苫子各併

Ⅳ 6 10YR3/3暗 褐色 シルト質粘1
宝杯力数 い斑IX扶 をなす。後 l cnの円蝶、
l mm以下の梓イ監V/船畳ハ

Ⅳ 7 10Y貶 /2黒褐色 シルト質粘土 円礫多量。Ⅵa層 にも類似する。

Ⅵ a 10YR2/3黒 褐色 粘土 径 1～ 4 cmの 円礫少量含む。

Ⅶ OYR4/3にぶV境褐t 粘土質シルト径 l cDの 円礫を微量含む。

Ⅷ b 104■5/4責褐荏 シ,レ ト 径 1～ 10cmの 円礫多量。

Ⅸ 10Y附 /6明黄褐色 砂 礫

6T

Ia 10Y酪 /3暗褐色 シル ト質砂 児表土 盛 り上・攪乱層。

Ib② lυ Y Itbう /4
曽懇 魯 砂 現グランドの整地砂層。

10堰貿〕5/4褐色 砂質シル ト 1～ llmmの続主池,ブロック多量、炭イと物少畳。瓦片含帆

10YR3/2黒 褐色 砂質シル ト 撒ケ解イ毒幹 獲猛今
C ZCI Vフ 灰 l L17/J多重 o

10YR3/3暗 褐色 砂質シル ト 極めて淡いⅧ a層斑紋を含む。

OYP4/3にか墳掲セ 砂質シル ト 1～ 3 cmの円礫少量。上半に最大径2 cmの炭化物集中。

Ⅲ① 10YR3/3暗 褐色 砂質シル ト
壁10～30cmの 円際多量。上半に10YR
I氏 /4t=Aいき裾缶秒亀中^

Ⅳ l 10YR5/6黄 楊色 砂礫 礫をわずかに含む。

Ⅳ 2 10YR3/4賠 褐色 砂質シル ト 10Ⅵも/3にぶい黄褐色砂斑紋.ブロックを含み、砂質強Vぉ

Ⅳ 3 10YR3/3暗 褐色 砂質シル ト 半↓●版めて沐いV7層 軒紺´合 h^

Ⅳ 4 10YR25/3暗褐t シルト質粘土 mmの反化切 日色物少豆。上琳にⅣl層斑叔、

Ⅳ 5 10YP.45/6黄掲也 粘土質シルトⅧ a層プロック主体の整地層。

Ⅳ 6 OYR5/4に�瑣掲ね シル ト質砂 曽中
に炭化夕を含む層厚約 2 cmの 10YR3/4

暗褐色砂層 2枚、黄橙褐色ブロック合む。

Ⅳ 7 OYR5/4に�瑣褐t 砂礫 移奄隻選霧名建笙夢修bテ森管各怒?10YR
Ⅳ 8 10YR3/2黒 褐色 シルト質粘土

■ 1～ 3 cmの出慄 少重、最大律 ユ側 の反化物

Ⅳ 9 10Y貶 /3黒褐色 粘土質シルト最大径 5 cnの焼土ブロックを含む。

Ⅳ10 10Y貶 /2黒褐色 シルト質粘土 ヒ子がやや粗 く、円礫、焼土粒微量含む。

Ⅳll 10YW/1黒色 シルト質粘土
常に哲。径 1～ 8 cmの 円探、径 1～ 311の

Ⅸ
10Y tt6/6リ
争17S任 砂礫 2TⅨ層対比。

7T

Ia 10■iR3/3賭褐色 シル ト質砂 呪表土・盛 り土・攪乱層。

Ib② OYR誘 /1明黄網色 砂

10YR35/4褐色 砂質シル ト
1～30mdの焼土粒 プロック多量、皮化物
ヨ̂ I「 片合h^

10YR3/2黒 褐色 砂質シル ト
光げた兄庁工答 。厳入律 Z Cmの 反 4ヒ切多重。
下鶴

「

僻 キ群紺継 HH_

lllYR3/3暗 褐色 砂質シル ト 極めて淡いⅧ a層班紋を含む。瓦小片含む

Ⅱ l 10Ⅵも/4暗褐色 砂質シル ト
1～ 12cmの 円礫多量。径 1～ 3 EIの 炭化物

区 層位 土  色 土 性 備 考

7T

Ⅱ① 10hR3/3暗掲色 砂質シル ト

Ⅲ② 1瞬R3/3暗 褐色 砂質シル ト 円礫 黄褐色砂を含まない。

Ⅳ l IllYR5/6黄 褐色 砂 礫をわずかに含む。

Ⅳ 2 10YR1/4暗褐色 シル ト質砂
10Y К5/3に ふ い寅 褐 色砂 班 籐 フ ロ ツク
を合み、砂管弛い。

Ⅳ 3 1阿R3/3暗褐色 砂質シル ト 半に続めて鴻ぃⅣ 7層碑縦″合すrハ

Ⅳ 4 1瞬R3/3暗 褐色 砂質シル ト 径 1～ 10cmの 円礫多量に含む。

Ⅳ 5 10YR3/3暗掲色 砂質ンル ト 怖まり ,粘性弱 くやや暗化。

Ⅳ 6 10YR5/4に ぷい黄協( 粘土 上半に径 1～ 10cnの 円礫集中。下半に薄�
nVP2/ク里llBtt XJf十 層 _

Ⅳ 7 10YR3/2黒褐色 シルト質粘1 冒北側は円礫多量に含む。

Ⅳ 8 10Y鮨/4にぶV瑣褐モ シルト質粘二 径 l cmの Ⅷ a層ブロック 斑紋主体。

X 10YP.4/6褐 色 砂礫

8T

Ib① 10YR2/2黒褐色 シル ト質砂

10YR嬌/4褐色 砂質ンル ト
に 1～ 3041の 駐 上種  フ ロ ツク多 重 、 灰 4と
助か 暑 ^π ■合 子r_

101R3/3暗褐色 砂質シル ト コンクリー ト片集中心炭イ肋 %畳 ^
10釈3/3暗掲色 砂質ンル ト 瓦片主体。

Hb 10YR4/4褐色 シル ト質砂
向～上半は回く、黒化。遺キにⅢa層秦

Ⅲ① 1043/3暗 褐色 砂質シル ト

Ⅲ② 10釈3/3暗褐色 砂質シル ト

Ⅳ l 10釈3/3暗褐色 粘土質シルト
卜半 に 10Y R4/31こ ぶ い東 褐 色砂 とⅣ Z層
のプロック・群純″谷tF^

Ⅳ 2 10hR3/3暗褐色 シルト質粘土
キに10YR6/4にぶい貢種色砂ブロツク

Ⅳ 3 IttR3/2黒褐色 粘土
1～ 5 11ulの Ⅷ a ttlr 淡い妊叔多量、
1～ 夕mmの 1∩VRA/4rt苦 任漱 十締 か暑 ^

Ⅳ 4 10Ⅵセ/3黒褐色 粘土
a層粒  ブロック増加 し、最大径25cmを

Ⅳ 5 101R25/3暗褐地 粘 土 径 1～ 3 tLの Ⅷ a層粒少量。

Ⅵ b lllYR2/1単色 粘 土 箭まり・粘性非常に強い。

SDl

I 10Ⅵ鬱/3景褐色 粘土
l～ 10mの Ⅷ a層種・フロツク多量、

2 10h貶 /3黒褐色 粘土質シルト ttf娠容箸協禽爾渉甲まり 猫性チF常に

3 lllYR3/3暗褐色 粘土質シルト
“

まり 粘性)F常 に弱い。径 1～40mIのⅧ
Я層新  ブロック 径16～負∩rnの 円藤%暑 ^

9T

Ib① 10Ⅵセ/2黒褐色 シル ト質秒

Ⅱ lllYR3/3暗褐色 砂質シル ト
上キ に律 1～ 10aldの 焼 土枢 、 卜半 に比際 ・
コンクリート片集中へ滞イr物%畳 ^

Ⅱ① 10YR3/3暗掲色 砂質ンル ト

Ⅲ② 10hR3/3暗褐色 砂質シル ト

Ⅳ l llYR3/3 1HC褐色 砂質シル ト
1～ 15Cnの 円味 グ重 。 lυ XItう /4に ふ ψ
褐 色秒 の淡 い斑 紋合 む。

Ⅳ 2 lllYR3/4暗褐色 砂質シル ト ぶい苦褐角秒の互層が耳られる。

Ⅳ 3 lllYR4/4褐色 砂 礫 径 1～ 25cmの 円礫主体。Ⅸ層起源の整地層。

Ⅳ 4 lllYR3/2単褐色 粘土
陛 1～ 5Dlの Ⅷ a層柾  浚い姓渓多量、密
1～ 7 mmの 10YRA/41字 昔符 Hh十粁少Ξ ^

Ⅳ 5 10h貶 /3黒褐色 粘土
a層紅・ ブロツク増加 し、最大径25cmを
る^Il jの 合若物わずかに合子は

Ⅳ 6 10YR25/3暗褐准 粘 土 径 1～ 311の Ⅷ a層粒少量。

10T

Ib① 1餌R2/2黒褐色 シル ト質砂

Ib② 10ib/4に示↓瑣褐モ 砂

Ib③ llYR17/1黒 色 シル ト質砂

1 10hIR3/3暗掲色 砂質シル ト
上キに往 ユ～ 10BIの焼土 XhI、 卜半に九篠

1ば R4/3にパ了岐協t 砂 果鰭難昏a努妄固
い。上半に極めて薄い

101R4/4褐也 シル ト質砂 X希雰姪巳
～
稀`午畿翼竜悟娑a唐藤

llYR3/4暗褐色 粘土質ンルト i艦戸
大径 15cllの 円礫 とⅡ a層類似の砂

Ⅳ l 10Ⅵ鬱/3黒掲色 粘土質シルト
下半に10YR4/31こ ぶい黄褐色砂とⅣ2層
のブロック・軒縦 合々すrハ

Ⅳ 2 ば隔/2にれ岐橙ね 砂 Ⅳ l層が混 じる整地層。

Ⅳ 3 10VR3/3暗褐色 シルト質粘土

Ib① 10VR2/2畢褐色 シル ト質砂

Ib② ЮIR♭/4にぶ了瑣協( 砂

Ib③ 10YR17/1黒 色 シル ト質砂

■ 10YR3/3暗褐色 砂質シル ト
上半 に径 1～ 10mの 焼 土粒 、 下 半 に瓦礫
コ ンケ i〕 ― 卜 L‐亀 由 _滞 イ″物 笏 暑 _



第 5表  トレンチ土層説明 (3)

区 層位 土  色 土  性 備 考

ll T

Ⅱ l 10Ⅵ3/3暗褐色 砂質シル ト コンクリート多量に含及 焼土粒は少ない。

Ⅲ a 10YM/813前墳協荏 砂
!向 は綸 まり強 く国▼ヽ 上半 に極めて淳し

皿 b 1∝R4/4褐色 ンル ト質砂
ユ画～上半は固く、黒化。過半にⅡ a層
H似砂のIII紋集中し、Ⅳ l層が混 じる。

Ⅲ l lllYR4/4褐色 ンル ト質砂 皿 a層 とⅢ b層が混じった層。

Ⅳ l 10Y貶 /3黒褐色 粘土質シルト 円礫多量に含む。

Ⅳ 2 10YR4/4褐色 砂質シル ト
医 1～ 10cmの円礫、径 1～ 5 nllの 炭化物多
肇ι
「
を■子._

1 10YR3/3暗褐色 砂質粘土 ltま りあり、粘牲弱い。東筒色シル ト種多

2 10YR4/4掲色 シルト質粘土 η越哲ぜ Ⅳ象政
い。粗い10YR6/6明貢褐

げr虚/3黒褐色 シルト質粘土
陛 1～ 30ulの炭化物、径 1～ 3 cllの円傑多

12T

Ib① 10Ⅵ鬱/2黒褐也 ンル ト質砂

Ib② 1ば R5/4に漁瑣褐住 砂

Ib⑤ ユ帆R17/1黒色 ンル ト質砂

Ⅱ lllYI13/3暗渇色 砂質シル ト コンクリー ト片室中^濃イヒ物笏畳 ^
Ⅲ a 10YR4/3酬瑣褐佳 砂

向は縮 まり強 く国い。上半に極めて薄 V

Ⅱ b 10Ⅵ望/4掲色 シル ト質砂
:回～上十は回 く、黒 1ヒo遵キにШ a瘤類
〔砂嚇 縦集中 し、Ⅳ l層力寸昆じる。

Ⅳ ユ ЮY貶/3黒褐色 粘土質シルト 円礫多量に含む。

13T

Ib① ЮY貶/2黒褐色 シル ト質砂

Ib② 10Y鮨/41蔀 V瑣褐モ 砂

Ib③ 1侃R17/1早 色 ンル ト質砂

10Ⅵ3/3暗褐色 砂質シル ト コンクリート多量に含み、焼土粒は少ない。

nYM/3に出瑣褐( 砂
上回は締 源 りJRく 回 い。 上 十 1‐4の K澤 ψ.

lllN/3黒 褐色 粘土 県瓦・円礫を含む。

Ⅳ ユ IN馳/2黒褐色 粘 土 非常に密。極めて淡いⅣ 2層斑紋含む。

Ⅳ 2 1瞬R3/4階褐色 粘土 『 7に管。樫めK次いⅧ a盾雄凝営 RF。
子福缶 シル ト軒縦は増 Jlnハ

V 10Ⅵ3/4暗禍色 粘土質シルト 径
l cnの円礫、径 5 Dulの 庚化物、径0 5mm

Ⅵ a 10Ⅵ諺/25黒掲龍 粘土 淡い V・ Ⅵ b・ Ⅶ層排紋含 む。

Ⅷ 101R4/4協色 粘土質ンルト

Ⅷ a ЮYPt6/8切貨褐色 粘土質シルト

14T

Ib① 10Ⅵ諺/2黒褐色 シル ト質砂

[b② JttR5/4にぷヤ瑣褐t 砂

Ib③ 10YR17/1単色 シル ト質砂

コ 10釈 3/3暗褐色 砂質シル ト
上十に径 1～ 10mmの焼土種、 卜半に九保・
コンクリー ト片蕉中ハ騰Tr物%畳 ^

Ⅱ l llYR3/3暗掲色 砂質シル ト 各含有物は減少し、ほとんど瓦礫を含まない。

1側R3/3暗褐色 砂質シル ト
十日本洋瓦」 (1924年 し大正 13」 以降)の
刻印を持つ洋瓦片主体。

101R4/3に漁瑣褐t 砂
画 は縦 ま り顔 く回い。 上 キ に穫 めて澤 ψ

Ⅲ l 1瞬R3/3暗褐色 砂質シル ト プロック状 斑紋状にⅢa層の砂が多量。

Ⅲ 2 1側Rt/4褐 色 シル ト質砂 径 1～ 15clnの 円礫多量。砂粒も多い。

Ⅳ l 10Ⅵゼ/2黒褐色 粘土 非常に密。極めて淡いⅣ 2層班紋含む。

Ⅳ 2 10YR3/4暗褐色 粘土 非常に密。極めて淡いⅧ a層斑紋含む。

1 10Ⅵセ5/3暗褐抱 ンルト質粘土 冦巻写締F易ぎサ明ず干離選撃46/6HB責
l 10W記あ/3暗褐宅 ンルト質粘土

半に径 10～15cmの円保、10YR6/6明貢
伍シル トプロッタ・群紺亀由^

15T
Ib① 10Ⅵ鬱/2黒褐色 ンル ト質砂

Ib② 101R5/4に加瑣褐迄 砂

区 層 位 土  色 土 性 備 考

15T

Ib③ 10YR17/1黒色 シル ト質砂

Ⅱ llYR3/3暗褐色 砂質シル ト
二十 1‐el～ loalの蹴■種、 トキに見保・
コンクリー ト片集中。炭イヒ物多畳。

Ⅲ a 101肋/3に加瑣褐t 砂
上回は締まり颯く回▼ヽ 上十に樫めて澤い擢

Ⅳ l 1帆賜 /3畢褐色 粘土質シルト
1災 に妊紋状の10YR5/21こ ぶい貢褐色砂届

Ⅳ 2 lllYR3/4暗褐色 粘土質シルト
10YR5/8貢褐色粘土 と10YR7/41こ ぶい責
橙色砂管 シル トの粒 子  ブロック寡畳。

Ⅳ 3 10Ⅵお/2黒褐色 砂質粘土 螢亀辱贔甲ぎ 与苫!芽糸會〒
l`υ Xよう/t

Ⅳ 4 lllYR1/25暗褐建 砂質粘土 糧層にⅣ5層租
・プロツクを多量に含ん

Ⅳ 5 10YR6/8明 黄褐色 シルト質粘土 締まり強い。Ⅷ a層起源の整地層。

Ⅳ 6 1瞬R3/3暗褐色 シルト質粘土 寇石ユ翠恩犠者平
・反化物多量、Ⅳ5層

Ⅳ 7 10YR3/4暗褐色 粘土
陛 1～ 3 HEの焼土粒  炭化物多量、 17T r
lク層の施めて沐い群締 歩合すは

16T

Ib① 1ドR2/2黒褐色 シル ト質砂

Ib② 10Y肋/4にぷV墳褐モ 砂

Ib③ 10YR17/1黒 色 シル ト質砂

E 10YR3/3暗褐色 砂質シル ト
上半に径 1～ 10画の焼土粒、下半に瓦礫・
コンクリー ト片集中。炭イヒ物多畳 .

Ⅱ a ЮⅥ整/3に沐ヤ瑣褐1 砂
上回ldFtま り強 く国い。上半に極めて薄し導

Ⅳ l 1ば隠ル/3黒lB色 粘土質シルト 円礫多量に含む。

Ⅳ 2 10Y馳/25黒褐埴 シルト質粘土

1 1ば駈ylに加瑣橙色 砂
稀 まり・粘性無 し。私 り 粒怠 径 l clnの
円礫紙畳合子は

2 lllYR1/36暗褐t 砂質粘土
まり畷ψ`力漸百FE写身ψヽ
か暑 径 l rmの「E継狛 肇ぞ■子●_

3 ЮⅥゼ/3黒褐色 シルト質粘土 締まり・粘性強い。Ⅳ 2層斑紋主体。

17T

10Ⅵセ/2黒褐色 砂質シル ト 現表土・攪乱層。

lⅣR3/3暗褐色 砂質シル ト 炭化物、焼土粒、円礫、瓦片を多量に含む

Ⅳ l 1ぼど諺 5/3 1HE褐 拒 粘土質シルト ｍい
り噸 く回い。 10YIt5/6責 褐色柏上の澤
築状の層が耳らオとるハ

Ⅳ 2 ЮYR3/25暗褐絶 粘土質シルト り強く回い。10YR5/6貢褐色シルト

Ⅳ 3 10VR5/6黄褐色 粘土
箭
カ
環 く回い。 lυ X kb/6東 約色柄土フロ
子主体の版築状の層心

Ⅳ 4 10釈み/3黒褐色 シルト質粘土
10Y It5/6東 褐色種土枢・批根、焼土柾、
騰イヒ物%畳に合 tl・、

Ⅳ 5 tllYR5/6黄褐色 粘土 Ⅳ 3層 と同じ版築状の層。

Ⅳ 6 1餌R3/2黒褐色 シルト質粘土

Ⅳ 7 IWR35/4掲 色 粘土 ЮYR5/6責 褐色粘土粒主体。

Ⅳ 8 tllYW/3単褐也 ンルト質粘土
10YR5/6貢褐色粘上疵・ ブロック少量、径
1～ 20cllの円礫力湘 分的に集中。

Ⅳ 9 ЮY貶/3黒褐色 シルト質粘土 締まり強く、黄褐色粘土粒力増 加 した層。

Ⅳ10 101R3/4暗 得色 粘土質シルト

Ⅳ ll 10HR2/25黒 掲抱 粘土
締
谷
り顔 く回 い。 豫 い貢 rB色 4r i斑 根 グ 量

Ⅳ12 1ばrR35/4褐色 粘土
締
詫
り芽 偏 に憲 い。後 141以 卜の焼 土種 ・

l 1鶴釈,/2にぶい黄褐也 砂 締まり ,粘性なし。粗い砂粒主体。

2 10YR3/3暗褐色 砂質シル ト 留通 4子が
佐あり。最大径 30cmのやや扁平

'

1 10YR/2にぷヤ瑣褐麹 砂 締まり ,粘性なし。粗い砂粒主体。

2 llYI13/3暗掲色 砂質シル ト

1 10Ⅵセ5/3暗褐迄 粘土質シルト
締
上 枠患算峰そ咎ィデ歌暫計,Cllの円礫含根

3穏(]

1 1区 R3/3暗褐色 粘土質シルト締まり弱い。桟瓦片主体。

2 101R3/3暗褐色 粘土 締まり'粘性あり。瓦片を含まない。
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第 6表 遺物観察表 (カ ッコ内は復元および残存数値)

斎図を号 図版警号 トレン〕遺構 層位 種 別 需 種
法量 くcm,

特 徴 製作地 年   代
口 径 底 径 器 高

第15図 1 国版41 8T Ⅳ層 磁 器 染村半筒碗 (■8) (42) 内面 :四方穆(圏線滲む)。 見込は重円圏内に松竹梅繋。外面訟 柳 春蘭?底面 :櫛高台。 月B肩配 18c後半～19c初 頭

磨15凶 2 凹n42 12T Ⅳ l層 磁 器 染付小丸例 475) 肥 前 18c後半～19c前半 J002

磨15図 3 国版43 HT Ⅳ l層 磁 器 染‖段重霊 H径 1461躍 :徹 14J (22) 外面 :蛸唐享文。 月巴炉耐 18c後半～19c前 半 J003

窮15図 4 図B44 8T Ⅳ層 磁 器 染付角皿 (ll1 2) (71) 内面 :見込に重円圏内に出水楼閣図。外面 :蔦唐草。底面 :蛇 ノロ高台。二重角粋渦福。 肥 前 18c中～19c初頭 J004

暦15凶 5 凶M45 】ヒ票膳攪乱 磁 器 青花 皿 (125, 内面 :草文。外面 :高 台内側は無釉で放射状のかんな痕。高台には離砂付着。 中 国 lCc末～17c中頃(明末～清初) J005

第15図 6 図h4‐6 2T Ⅱ8・ 9層 磁 器 Xtl角皿(対 ) (272) (150) 内面:菊菱に忽緞 (誦 )、 席の葉。見込はな丹?、 横波編(よ ろけ編)。 外面:花唐軍、履面に鶴。割れ面に焼籍ぎ凝。 月巴前 18c末 ～ 19c前半 J006
Ⅳ層 阿 器 Jヽ業 162, 内外面 :鉄釉 キ内面か ら外面 になまこ釉。 堤 19c(幕 末～明治 ) Il101

常15図 8 国n48 10T ⅣI層 陶 器 孟 勺笹1545 外lI1 9〕 (095) 外面 :施釉 (鉄/1H)。 堤 19c(幕 末～ 明治 )

密15図 11 回版■■ 8T Ⅳ層 磁 器
色絵紅猪日ま
たは遊技具 (29)

139 外面 :松葉‐淡緑、権―暗朱。内外面施釉 (淡青灰色気味 )。 日唇部に釉なし。 肥 前 J007

第15図 12 図br12 8T ミ壁V3層下4 土師質
土器

水と(遊枝呉P) 375 告雲IE鞘砲鍵穐#蝙島岳留 院 桜卍l監仔茄ξ奏埠色繰参畳暮軌 在地 」003

図版418 8T Ⅳユ～ 3層 磁 器 膏花 皿 38× 31 内面1日緑外面の増部に回線二条、意匠不明夷係。外面:口縁路部に圏繰i条。兵面艦 成不力こ次燒成のため冗れる。 中 国 1む c末～17c前半(明末～岳初) 」00t

図版n9 3T SXl■層 磁 器 青花皿 29× 18 内面 :口縁端部に圏線一条と意圧不明文様。外面 :口縁端部に圏線二粂。 中 国 lCc末～17c前半(明末～瀞初) JOα

凶版4劉 磁 器 染 4寸皿 (137, 内面 :山本文。外面 :高台腸二重回線。高台月二重圏羅。廷⊆様式 (驚柿石4r門様式,。 肥 前 17c末～18c初頭

図n421 10T 磁 器 染付碗 (365) (26) 内面 :見込みに圏線 と銘。外面 :文字文。高台脇二重圏繰。 月tl前 18c末 ～ 19c初 」OH
図M422 8T Ⅳユ～3層 磁 器 業仕半筒縮 355) 内面:五弁花(コ ンエャク印判)。 外正:二重圏線。高台脇圏線一粂。高台内〔隋貴長著」銘。 肥 前 18c後 半

図版423 2T 磁 器 47X32 日縁鶉部に日篤 外両:日縁にこ巨圏線、体部に魚文 (畳り里)。 朱.緑 .舞 頁。内面:日鋲に圏熙一粂。 肥 前 19c前 半

囲版靱 2T 磁 器 白磁隅切角小皿 78× 26 型成形。 切込 19c前 半

凶版425 磁 器 (675, 瀬 戸 19c中 頃 (幕末頃)

図n426 17T Ⅳ8'切琶 陶器 無釉焼締畜 110X47 外面 :叩 き。内面 :回転ナデ。胎土に珪酸体混入 葉痕あ り。 在 地 Bc後 半～Hc耐キ(筆倉後半) 100ィ

阿 器 80× 55 小野相馬P 18 c rt 100〔

図nt28 8T Vl～ 制督 阿 器 皿 90X30 内面 :自化 粧 上 の刷 目文 。 内外 面 :緑色 味 あ る灰 /1u。 月u前 18c以 降

図版429 IIT Pl周辺Wユ層 陶器 皿 46× 28 内外面 :施釉薬。外面 :象嵌。 肥前 18cイ t 1001

凹版430 15T ―勿壇 阿 器 碗 153) (■75 茶擁 か P無文。 透 明細 。素 地 の赤 味が 表 に 出て 、 や や赤 い。 萩 ! (17 c tt P

図版5‐31 9T 陶器 蓋 内径55夕隆 74 195 外面 :緑色 rll施釉。土瓶の蓋。 19c中頃 (幕末頃) 100(

凶版532 IIF器 無瓢慌締語算 矯 目は緻密。胎土は綾密で焼成 も良好。備前以西の製品か ? 19c

図版5‐33 17T Ⅳ8 9層 皿 (1035) 内外面 :回転ナデ。底面 :回転糸切 り離 し。色調は明貢～橙褐色。 在 地 1011

国艇削 8T SDll層 土師質土器 皿 (68) 内外面 :回転ナデ。底面 :回転糸切 り離 し。色調は黒褐～暗灰色。 在地

凶版開 5 17T I～ V6層 L師賀土零 皿 (&0, 14) 四外 BI:回転 ナ デ。底 薗 :回転 糸切 り離 し。 色 調 は明貢 ～種 衡 色 。 在 地

図版5‐36 8T SDll層 土師質土器 皿 (60) 内外面 回転ナデ。底面 :回転糸切 り離 し。色調は黒褐～暗灰色。 在 地

V8層下半 と衝質土響 t48, 垂遭に近い状態で立ちとがる、漂みのある器形。内外面:回転ナ元 底面:回転系切り滋し。色調は明黄～示楊色。 在 地

図8o38 15T V6層上ギ L師貿土君 一霊 (39) 外面 :剥 藩 の た め不 明。 内向 :回霧 チ デ。 色 調 は貢 橙 色 。 在 地

図B539 10T 上師質土器 焼塩壷 65× 60 外面 :正格子の叩 き日。内面 :剥 落のため不明。色調は明責橙色。 在 地

図版春号 トレ: 器種 法量 (cll) 特 徴 静録香

第15回 9 1lT P2上 面 土鈴 最大幅24 穿孔方向は正面から。表面は不定方向のナ為 切り込み面はヘラ首!り。内面上端は絞っている。胎土は紋密で剤婁母多量。色調はにぷV墳桂色 P Cllユ

図n49 1lT P2上 面 土 鈴 最大 幅 455 9と 同 じ。 た だ し色 調 は色調 は にぶ い貢種 色 。 P00と

伝亀 (CII、 ■当厚は4HlttT晶 ,

凹M541 13T 軒 丸丸 II(170)、 周縁鴨15、え当操10 三 ッ引 両 。 内 向 に獅 機 き段 合剥 藩反 。 三 ッ引上 向 に これ と半 行 す る距 の微 か な木 H反 あ り。

図版I鬱 1l T Ⅳ l層 軒桟瓦軒九部 径(“ )、周縁hiOB、 」L当厚1お 三巴左巻文。日縁幅は狭く文森E径 Iよ広い。巴の尾は長い。売部瓦当は薄い力坪部との比高をはある。lrl銀。 含部残千し、千平部増に角がある。 H001

凹h543 軒 桟 丸 珊 丸 部 笹
『

1)、周療鴨10、兄当厚1お 三 巴左 巷 文 。 2に熱 似 す るが HI紀関係 イヽ 引。周縁 TRはや や属 い。爆 銀 。 HOOF

格16図 1 図M544 17T SKl‐ 1層 軒 桟 瓦 軒 九 部 径TI、周縁幅13、瓦当厚22 三 巴左 巻 文 。 2 3よ りも周縁 幅 は広 く、巴 の尾 は短 い。最 も厚 い丸 部 瓦 当。lFt銀。 H00(

図版86 17T SKl‐ 1層 軒桟瓦軒九部 径ω、周候輻H、 瓦当厚1う 珠文8十 三巴左巻文。周縁幅は広く、文様区径は狭�ヽ 6 7と 同化だ力ヽ 7よ りもシャーヂξ 平部との比高差は最も低く偏平。標銀。 HOα

14T Ⅱ2,曽 軒 機 tlj軒九 部 径ω、周縁編11、 瓦当厚1巧 殊 文 8十 三 巴左 巻 文 。 6 7と 1可籠 。燻 銀 。 臣Oα

日版出 6 17T SKl l層 軒桟瓦軒九部
丸部:徴2、 周縁幅11、 五当厚1お
平部:(1わ )、 幅(341、 厚さ(16)ツ

“

珠文 8十 三巴左巻文。 5 6と 同範だが、平部 との比高差はあ り瓦当 も厚い。燻銀。接合部 一部
残存 し、軒平部端に角がある。

H00(

第16図 8 回版5T 10T 軒桟瓦軒売 軒平部
九部留,、 月緑幅Iよ 瓦当厚lB平部
瓦当長さ石、檄J、 厚さ1あ～(川

九部 :珠文 3十 三巴左巻文。平部 :13～ 19の右側子葉に類似する。同籠関係不明。二次焼成のため
橙色化 した燻銀。接合部の軒平部端は角がなくなめら力、

IIOα

図版548 10T 粁桟瓦軒丸 粁平部
丸部留ワ、周禄幅蠍瓦当厚I巧 平部
元当長さ351、 幅にn、 厚さ1卜 はぃ 丸部

:珠文 8十 三巴右巻文。平部 :8に 類似。燻銀。接合部の軒平部端は角がな くなめ らか。 臣001

図版開9 lT 軒桟瓦軒丸部 径 79、 瓦当厚 Iお レンズ状凸面 となる無文。燻銀。接合部一部残存。

13T 軒桟 Aj軒九 部 径 (91)、 瓦 当厚 17 レ ンズ状 凸面 とな る無 文 。 10よ りも大 きい。 二 次焼 成 の た め種 色 化 した爆 銀 。
HT 軒桟瓦軒丸部 径 85、 瓦当厚 18 レンズ状凸面となる無文。11に類似する力進 と全体的な厚みは■の方がある。裏面にニケ所Эの刻印がある。燻銀。 HOH

第16図 13 図版5 rDll 17T SKユ I層 軒桟瓦軒平部
瓦当:長さをαl、 幅39、 厚さ20
全長:必う、幅%、 厚さ17～ lB 攘蕃鼻晟奉解 季鎌覇學畠蔑農混鍬甚講 坐編

おらず、右側子葉と異なる。14～ 18と同籠関係。
端の角切 りは短立ぉ 円形の子Lが 1ケ所。燻銀。

HOユ

第16図 14 図版551 17T 鋭Q■層 軒桟瓦軒平部 194、 輻3お 5、 厚さ14～閉 均整唐草文 (江戸式 )。 13と 同籠 関係。燻銀。接合部一部残存 し、軒平部端に角がな くなめ らか。 HOユ

17T SKlコ善 軒機 見 軒 半 部 寛当長さ19FJ、 lR38、 厚さ16～ 1お 均整唐草文 (江戸式)。 13と 同籠関係。妥台部一部残存し、軒平部瑞に角がなくなめらか。石上端の角切 りは短い。燻銀。 HOユ

17T SKユ‐I層 軒桟瓦軒平部 瓦当長さ00、 幅V、 厚さ16～ (21) 均整唐草文 (江戸式 )。 13と 同絶関係。顕著な燻銀。 H01
SKll層 軒桟瓦軒平部 瓦当長さ(11)、 幅11、 厚さ10～ 1お I‐9整唐 軍 文 。 (江戸 式 )。 石 上 端 の角切 りは短 い。 顕 者 な爆 銀 。

落16図 頚 10T 軒 桟 瓦 FF平部 E当長さ (93)、 幅箭、厚さ14～ 21 均整唐草文 (江戸式 )。 顕者な爆銀。 HOユ

図版552 13T 軒桟瓦軒平部 互当長さ住10、 輌35厚さ14～位か 均整唐草文 (江戸式)。 子葉はやや太く、瓦当右側縁は斜位となる。右上端の角切りは短い。二次焼茂のため橙色イとした燻銀。 HOユ

霜16凶以 凹nJ58 10T 軒 桟 九 軒 半 部 と当長さいり、翻臥厚さ115-(1う 均整唇
=文
(江戸武)。 中心飾りは大く、第二居耳と子棗の毘部は長ヤヽ 子要■粥も長くなり、強く外反し曲線を稲く。21と同範関孫。石上婦の角切,IttVヽ 燎鶏

13T 軒桟瓦軒平部 瓦当長さに0、 幅11、 厚さ115～ 1お 均整唐革文 (江戸式)。 拗と同樋関係だ八瓦当石餌縁出期立となる。右上勢の角切りは、縁辺上辺への研り語とい判長ヤ、二次続成の靭 色化,派鶏 E02(

お16図 2 図8554 10T 軒桟瓦粁丸軒平部 暢騨騰耐`亀型蒼系識腎ζ周縁
+均整唐草文 (東海式 )。 二次焼成のため橙色化 した燻銀。接合部は軒平部端に H02ユ

第16図然 図版;“ 1l T 軒桟瓦 ?軒平部 瓦当長さ

“

241、 幅伯n、 厚さa〕～tn 文様区形が花頭曲線状 を呈するが、内部は無文。著 しい燻銀。両端欠損。 臣02:

凹M5‐5℃ ユIT 軒機 九 !軒半 部 九当長さ醐 、欄
'、

厚さa幻～a祠 文様区形がTE顕曲線状を呈するが、内部は無文。24よ り小さい。二次焼成のため種色化 した燻銀。山瑞欠損。 E021

第16図 2 図肺 13T 軒桟瓦軒平部 ,当長さ(1■ )、 幅11、 厚さ(lD～ (1 周縁 文球区を持たなセ平坦瓦当面の無文。瓦当右側縁は斜位となる。石上瑞2角切りは短い。二次焼成のため橙色化した燻銀。 E02`

回B5・58 lT 鬼 瓦 現存長,5、 幅65、 厚さ20 二次焼成のため橙色化。裏面に櫛掻 き接合剥落痕。 圧02(

図版,V lT 九 瓦 現
『

長1的、幅lZ2、 厚さ24 F00,

図B5・60 15T 丸 瓦 現存長la2、 幅95、 厚さ24 四面 に布 目痕。 F003

奥斗 鬼 現
「
長lα 3、 幅150、 厚さZ4 端部 に円形の孔が 1ケ 所。

囲版剛 2T Ⅱ4層 愛斗 瓦 現
=長
B4、 幅125、 厚さ24 臣024

年   代

層16凶蟹 凹n413 電永 通 霊 径24、 厚さ09、 重量3努 銅製。 百 寛 永 N00
図版■14 15T Ⅳ 下位～2層 寛永通宝 径23、 厚さ07、 重量17 銅製。 新寛永 NOα

囲版■15 15T Ⅳ 下位～2層 軸 宝 ? 径23、 厚さo8、 重 銅製。文字不明。僅かに上が付着。 NOα

図版417 15T Ⅳ 下位 ～ 2層 切 羽 長さ駅温幅1,、 厚さ01、 冨劉 Wg 鋼 製 。 NOtlr

第16回 28 図版416 15T Ⅳ 下位～2層 釘 長さ1お、頭綸 、重豊閉 々 飼製。調度用か。 N00(



第Ⅲ章 まとめ

今回の発掘調査は、『イ山台城下絵図』(寛文 4年 [1664]以 下「覚文絵図」と略す)か ら幕末の『安政補正改革仙府

絵図』 (安政3～ 6年 [1856～ 1859]:第 3図 以下「安政絵図」と略す)・『慶応元年仙台城下図房風』 (慶応元年 [1865]
以下「慶応絵図」と略す)までの各近世絵図・絵画類によると (仙台市史編さん委員会 1997、 金森・佐藤ほか 2001等 )、

仙台藩の重臣伊達安房 (亘理伊達氏)邸跡と推定される地区を対象とする確認調査であった。調査の性格上、限ら

れた範囲での部分的な遺構調査となったものの、本屋敷跡推定地で行われた初めての考古学的調査であり、遺跡の

基本層序と調査区域全体に近世相当層が遺存することを確認し、絵図・絵画資料に描かれた武家屋敷に関わると見

られる遺構・遺物が検出できたことは大きな成果であった。今回の調査対象区域に限れば、本遺跡の遺構残存状態

は概ね良好と考えられる。以下に、今回の調査成果と問題点について述べてまとめとしたい。

まず、今回の調査によって基本層序としては現表土層から基盤礫層までを I～X層に区分することができた。こ

の中で、近世相当と考えられるⅣ層は近代以降の大規模な攪舌しを受けていたが、近～現代に相当する工・Ⅲ層直下

の比較的浅いレベルから残存していた。特に 8・ H・ 15'16ト レンチの遺構検出状態を考慮すれば、調査区域内に

は良好な状態で近世遺構・整地層が存在する可能性が高い。ただし、Ⅳ層上面については屋敷取り壊し後から明治

8年 (1875)の 公園開園までの土地利用や公園整備、櫻岡大神官遷官、立町小学校建設時の削平・改変の影響を考

える必要がある。

調査によって発見された遺構で最も注目されるのは、11ト レンチと16ト レンチから検出された屋敷の一部と考え

られる礎石である。一般的に、礎石建物跡は礎石を持たない建物跡と比べ規模や構造、性格を異にする建物であっ

たと考えられている。検出された 2基の礎石間は約5,4mを測り、その間隔はほぼ 3間 となることから同一建物跡

を構成する可能性がある (第 17図 )。 しかも、今回の調査区域は約14,000m2を測る三方を道路や神社の参道で画さ

れた略長方形を塁した地割りとなるが (第 1～ 3・ 5図 )、 礎石列の方位はN-75.5° 一E、 北辺に残されている旧

立町小学校の塀はN-77.1° 一Eを指し、3間の礎石列が地割りの北辺あるいは南辺とほぼ一致している9発 図A一 A′ )。

また、この地割りは「安政絵図」(第 3図)や「寛文絵図」にまで遡る各近世絵図に描かれた伊達安房邸の屋敷地

地割りともほぼ一致し、さらに現地形図と江戸中期の道を合成した図 (仙台市史編さん委員会 2003:574・ 575頁)か

らも現在の略長方形地割りが伊達安房邸屋敷地の地割りを概ね踏襲していることが読み取れる。従って、こうした

略長方形地割りの一辺にはぼ平行する 3間の礎石列は、屋敷地の地割りに沿って建てられた同一建物跡の一部とも

考えることが可能となる。そして出土遺物による時期決定や前述した明治期の削平も考慮しなければならないが、

礎石の検出面はいずれもⅣ層上面となっていることから、『文久二年仙台城下絵図』(文久 2年 [1862]以下「文久絵

図」と略す)や『明治元年現状仙台城市之図』 (明治元年 [1868]以下「男治絵図」と略す)、「慶応絵図」の絵図に描

かれた建物の一部であった可能性もあろう。これらの絵図・絵画資料に描かれた伊達安房邸には長方形屋敷地の形

状に軸を合わせた建物群が見られることから、H・ 16ト レンチが位置する現グランド部に母屋と考えられる大形建

物が存在していた可能性が考えられる。

また、 8ト レンチより検出されたSDlも上述の地割りの一辺にはぼ平行する溝状遺構となっている。遺構軸は
N‐ 14.5° 一Wを指し、その延長上が礎石列A一 A′ と90.4° の角度で交わる (第 5図 B一 B′・第17図左上)。 このよ

うに、 SDlは礎石列と同様に屋敷地の区画に沿って構築された遺構の可能性が高く、断面形が垂直に立ち上がる
ことや堆積土中層に拳大～人頭大弱の円礫が多量に確認されたことを考慮すると、布堀の建物基礎であった可能性

がある。

一方、15ト レンチでは遺構のプランが確認され、その一部を掘り下げたが底面の検出までは至らなかった。しか

し、その堆積土中からは黄色粘土質シルト主体の整地層と考えられる土層が確認された。また、 4・ 6～ 8・ 9・
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10・ 17ト レンチでも黄色釉土質シル トのブロックや版築状の層が観察されたが、これも15ト レンチの黄色粘土質シ

ルト主体層と同様な整地層の一部と考えられる。このことから、これらの調査区は15ト レンチで検出されたような

プラン・整地内に設定された可能性もある。

次に出土遺物については、最も多く検出されたものは桟瓦を主体とする瓦類であった (第 2表 )。 その中で13ト

レンチからは伊達氏の家紋の一つとなる三ッ引両の軒九瓦片 1点が出上し、 1ト レンチからは鬼瓦と考えられる小

片 1点が出土している。

調査当初、桟瓦は出土層位が近代以降で、戦災前の旧立町小学校が木造三階建て瓦葺き校舎だったことを写真資

料から確認できたこともあり (渡辺監修 2001、 渡邊・佐藤 2006、 仙台市歴史民俗資料館 2007)、 近世遺物との認識が

無かったものである。しかし、著しい攪乱が見られたものの、近世に遡る可能性を残す17ト レンチSKlか らも大

量の桟瓦が出上し、これらの瓦当文様や形式から近世瓦が含まれていることが判明した。また、これらの瓦には同

範瓦や布日の圧痕を持つ丸瓦も見られ、一方で同範関係の判定基準となった木目痕の状態からはかなり使い込まれ

た範による製作状況も窺われた。これらのことから、今後の出土例が増えれば同範瓦間の製作時期差も抽出できる

かもしれない。なお、軒桟瓦は仙台市域で発掘例が少ない江戸式が主体となり、東海式 1点も含まれていた (金子

2000,2007)。 また、「文久絵図」や「慶応絵図」、「明治絵図」によると、瓦葺きは伊達安房邸だけではなく周辺の

武家屋敷においても門と塀に描かれるのみで、母屋をはじめとする建物には認められない (千葉 1997)こ となどか

ら、無文瓦当の軒桟瓦についても焼成や胎土・作出状態が他の軒桟瓦と共通することから報告することとした。家

紋瓦や鬼瓦は門、桟瓦は塀に使われた可能性もあるだろう。

なお、本遺跡出土近代遺物の多くは仙台空襲に関連するが、これらの評価・活用も今後の期待としたい。

SDlと の遺構軸の関係

第 17図  11・ 16ト レンチの礎石間隔



(1)写真 1の遺跡遠景写真は発行年,発行所不男の絵はがき『仙重市街全景』 (中山豊所蔵)の一部を転載・加筆
したものである。同様な構図 (撮影場所は仙台城)の絵はがきは多く制作されたようで,現在刊行されてい

る古い絵はがき写真集の中にも3種類ほど確認できるが,転載の絵はがきとは別写真であった (渡邊・佐藤

2006・ 仙台市歴史民俗資料館 2007)。 年代は昭和10年頃とされ,転載した写真もこれまで知られている絵は

がきと同時期のものとなっている。写真には昭和 8年完成の斉藤報恩館と昭和13年に取り壊された鉄橋の大

橋が写っていることから,こ の写真は1933～ 1938年の間に撮影されたものと判断される。また,仙台市戦災

復興記念館と仙台市歴史民俗資料館にもこれと同一の絵はがきは収蔵されていず,発行年や発行所を確認す

ることができなかった。歴史民俗博物館学芸員の佐藤雅也氏によれば,この絵はがきは昭和10年頃のもので

間違いなく,当時仙台市内の小さな会社・印刷所で多く作られていたものの一つで現在は版権がどこにもな

いことから,原本の転載であれば所蔵者名を明記しておけば問題はないとのご教示をいただいた。記して感

謝の意を表す次第である。

(2)『地番入仙重市全国大二十五年度最新版』は大正15年 (1926)5月 5日 発行・同年12月 20日 再版発行 (中山豊

所蔵)の一部を転載・加筆したものである。

(3)『安政補正改革仙府絵図』は今野印刷 1994『絵図・地図で見る仙台』の一部を転載 '加筆したものである。
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1.公園西側近景 (東から) 2.グ ラウンド部南側近景 (北東から)

3.グラウンド部北側近景 (南東から) トレンチ全景 (南西から)

トレンチ全景 (南東から) 6.3ト レンチ全景 (南西から)

7.4ト レンチ全景 (北西から) 8.5ト レンチ全景 (北東から)
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1 6ト レンチ令景 (北束から) 2,7ト レンチ令無 (朽束から)

3. 8ト レンチ令写t(l・ l束から) 4  8 トレンチJヒ ,WSD lイ |万t(Jヒ ,∬から)

5 8ト レンチ束Ⅲl`遣物出上状態 (1¬西から) 6.9ト レンチ令労t(北 ばから)

7 10ト レンチ企武 (北束から) 8,Hト レンチ令携t(北 ltか ら)
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2 Hト レンテ碇石 (Pl)1父 出状態 (北束から)

3 12ト レンチ令景 (南束か ら)
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7 16ト レンチ令景 (北束から) 8 17ト レンチ令景 (北西から)
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図版 4 出土遺物 (1)
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